
数学科学習指導案 

                             

 

１ 日    時  令和３年 11月 4日（木）  

 

２ 場    所  廿日市市立阿品台中学校 

 

３ 学年・組  第 1学年 1組（男子 21人，女子 15人，計36人） 

 

４ 単 元 名 「平面図形」 

 

５ 単元について 

(1)教材観 

   本単元は，中学校学習指導要領解説数学編第１学年【Ｂ 図形】（１）「平面図形について，数学的活動を通

して，角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を身に付け，図形の性質に着目し

て基本的な作図の方法を考察し表現する能力を養う。また,平行移動，対称移動及び回転移動についての理解

を深め，図形の移動に着目し，二つの図形の関係について考察し表現する能力を養う」の事項を受けて設定し

たものである。生徒たちは，小学校算数科においては，図形の構成要素，それらの相等や位置関係を考察する

ことにより，図形に対する見方が次第に豊かになってきている。第１学年では，図形の構成要素や構成の仕方

に着目し，図形の性質や関係を直感的に捉え論理的に考察する力を養うことをねらいとしている。本単元では，

図形の移動に関する内容を，二つの図形の関係について考察し表現することや具体的な場面での活用を考え

たり，図形の位置関係，作図に関する内容と相互に関連づけたりすることを通して，平面図形についての理解

を一層深めるとともに，図形に対する見方をより豊かにする。その際，数学的な表現を用いて筋道立てて説明

することを通して，論理的に考察し表現する力を養う。本単元は，第２学年における図形の合同の学習につな

がる重要な単元である。 

 

 

 

(2)生徒観 

本学級は，男子 21名，女子 15名，計 36名である。小学校の頃から算数に対して苦手意識を持っている生

徒が多く，数学的根拠をもとに相手に考え方を伝えたり説明したりする能力が低い。平成３０年度全国学力学

習状況調査の小学校第６学年算数 B 問題「敷き詰め模様の中から図形を見いだし，その構成要素や性質を基

に，一つの点の周りに集まった角の大きさの和が 360°になっていることを言葉や式を用いて記述できるかど

うかをみる。」問題（令和３年８月実施）の正答率は 13.5％，無解答率は 24.3％であった。誤答の多くは角度

についての記述が不十分であり，１つの内角について述べているのか内角の和について述べているのかの説

明が不十分で正答に至っていなかった。以上の結果から，頭の中では理解はできるものの聞き手を意識した分

かりやすい伝え方や説明に，数学的な表現を用いることについては十分な表現力が定着していない生徒が多

い。また，無解答の生徒が多い事も課題である。 

 

 

 

 (3)指導観 

  本単元では，具体物の操作や観察・ICT での視覚的な支援を多く取り入れることで，思考力・判断力・表現

力の育成に重点を置く。図形の作図や移動方法について実物を操作する活動を入れることで，数学に苦手意識

を持つ生徒も，粘り強く課題に取り組む態度を育成したい。また，説明を個人や班で考える活動や相互に聞き

合う活動を通して，必要となる数学的な表現や情報は何なのかを実感し，説明を改善し合う活動を取り入れる。

分かりやすい説明をするためにどのような知識や技能を利用して，どのように表現するのが適切か，必要とな

る数学的な表現や説明の方法を全体で共有した後，自分の説明をさらによりよいものにするために見直し修正

する活動を取り入れる。それらの活動を通して数学的に表現する能力の向上を図ると共に生徒にも実感させた

い。 

 



６ 単元の目標・評価規準 

○平面図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  (ア)角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を理解すること。 

(イ)平行移動，対称移動および回転移動について理解すること。 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  (ア)図形の性質に着目し，基本的な作図の方法を考察し表現すること。 

(イ)図形の移動に着目し，二つの図形の関係について考察し表現すること。 

(ウ)基本的な作図や図形の移動を具体的な場面で活用すること。 

  

○評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①角の二等分線，線分の垂直二等分

線，垂線などの基本的な作図の方

法を理解している。 

②記号を用いた図形の表し方を理解

している。 

③平行移動，対称移動および回転移

動について理解している。 

①図形の性質に着目し，基本的な作

図の方法を考察し表現することが

できる。 

②図形の移動に着目し，二つの図形

の関係について考察し表現するこ

とができる。 

③基本的な作図や図形の移動を具体

的な場面で活用することができ

る。 

①平面図形の性質や関係をとらえる

ことのよさに気づいて粘り強く考

え，平面図形について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

②平面図形の性質や関係をとらえる

ことのよさに気づいて粘り強く考

え，作図や図形の移動を活用した

問題解決の過程を振り返って検討

しようとしたりしている。 

 

 

７ 単元の指導と評価の計画（全１７時間） 

本単元「平面図形」を，内容のまとまりである二つの小単元と単元のまとめで構成し，それぞれの授業時間数

を次のように定めた。 

小単元等 授業時間数 

１．図形の移動 ５時間 

２．作図 11時間 

単元のまとめ １時間 

 各授業時間の指導のねらい，生徒の学習及び重点， 

時間 ねらい・学習活動 
重

点 

記

録 
備考 

１ 

●与えられた条件に合う場所を決めるには，どうしたらよい

かを考える。 

●直線，線分，半直線，2点間の距離，線分の垂直二等分線，

垂線の意味と性質を理解する。 

●角の意味や表し方，角の二等分線の意味と性質を理解す

る。 

 

思 

 

知 

 

知 

○ 思①：行動観察 

   プリント 

２ 

●平行移動について理解し，移動前と移動後の図形の関係に

ついて考察し表現する。 

 

知 

 

 知③：プリント 

３ 

●回転移動について理解し，移動前と移動後の図形の関係に

ついて考察し表現する。 

 

知 

 

 知③：プリント 

４ 

●対称移動について理解し，移動前と移動後の図形の関係に

ついて考察し表現する。 

 

知 

 

 知③：プリント 



５ 

(本時) 

●２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え，数学用語を

用いて説明することができる。 

 

思 ○ 思②：行動観察 

プリント 

６ ●ひし形の対角線の性質を基にして，線分の垂直二等分線，

垂線の作図の方法を見いだす。 

●線分の垂直二等分線，垂線の作図をする。 

思 

 

知 

 

 

 

○ 

思①：プリント 

 

知①：プリント 

 

７ 

８ 

９ ●角の二等分線の作図の方法を理解する。 

 

思 

知 

 

 思①：プリント 

知①：プリント 
10 

11 

12 ●点と直線の距離を理解する。 

●平行な 2直線間の距離を理解する。 

●平行線と面積の定理を理解し，それを用いて多角形を等積

変形する方法を考える。 

 

知 

知 

態 

 

 

 

 

 

態①：行動観察 

   プリント 

 

13 

14 ●弧，弦の意味を理解する。 

●円の接線の意味及びその性質を理解する。 

●平行な直線，円の接線，円の中心などを作図するために，

基本的な作図の方法を活用する。 

知 

知 

態 

 

 

 

 

 

 

 

態②：行動観察 

   プリント 15 

16 
●作図を活用して最短コースとなる地点を求める。 態 ○ 態②：行動観察 

   プリント 

17 ●５章のまとめの問題    

 

 

８ 本時について 

(1) 本時の目標 

 ２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え，数学用語を用いて説明することができる。 

 

(2)  本時の評価規準 

   【態】移動方法や説明に対して，教具を利用するなどして，問題解決しようとしている。 

   【思】図形の移動方法について，数学的な表現を意識して説明することができる。 

 

(3) 本時の学習過程 

学習活動 
指導上の留意点 

★対象生徒への支援 

評価規準（評価方

法） 

１ 課題に関心を持つ。 

○前時で学習した日本の伝統的な紋様につ

いて想起する。 

 

○万華鏡の模様は 1 つの正三角形の移動に

よって作られていることを知る。 

 

 

 

 

 

○電子黒板による課題の提示で生徒に興味

を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 



２ 授業のめあてを確認する。 

 

 

 

○３種類の移動について復習する。 

 

 

○課題となる図と，△ABCを自由に動かす

ことができる教具の使い方を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○数学用語や移動の特徴について確認させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題に取り組む。 

 

 

 

○移動方法を考える。（個人） 

 

予想される生徒の説明 

・「平行移動させる」 

・「直線イで折り返す」 

・「△ABCを右に２個回転移動させる」 

・「△ABCを点Bを回転の中心として右回

りに120°回転移動させる」など 

 

 

 

 

 

 

○班で説明文を交流する。（班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○発表者は前で説明し，聞き手は，どこに

移動したか考える。 

 

○分かりやすい説明とはどんな説明かを考

える。 

「回転の中心，回転の向き，回転の角度が 

あると分かりやすい」 

 

○回転の角度が60°や120°となる根拠を

考える。 

 

 

 

 

○各班に移動後の図形の番号を与え，△

ABC をどのように移動したらいいのか

説明を考えさせる。 

★教具を用いて操作をすることで，移動方

法を視覚的に考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○発表者，説明記入者を決めさせる。 

 

○各班に与えられた番号に△ＡＢＣが重な

るように班で説明文を作成し，パネルに

記入させる。 

★全員が班の中で発表できるように，自信

のない生徒から順番に発表するように促

す。 

 

 

○意図的に指名しながら黒板にパネルを貼

り，説明の不十分さに気付かせる。 

 

○分かりやすい説明は「回転の中心」や「向

き」「角度」といった数学的な表現が適切

に使われている説明であることを確認さ

せる。 

 

○三角形の性質などに触れながら回転の角

度を理解させる。 

 

 

 

 

 

○移動方法や説明に

対して，教具を利用

するなどして，問題

解決しようとしてい

る。 

【主体的に学習に取

り組む態度】 

（行動観察） 

めあて：数学用語を用いて図形の移動方法を伝えることができる。 

課題1：△ＡＢＣを1回の移動で指定された図形に重ねる方法を説明しよう。 



４ 問題 

 

 

○ワークシートに説明する文章を書く。 

 

 

○ペアでお互い確かめる。 

予想される生徒の説明 

・「左回りに240°回す」 

・「点Aを中心に60°移動させる。」 

・「点Ｃを回転の中心として時計回りに

120°回転移動する。」 

 

 

 

 

★分かりやすい説明のパネルを見ながら説

明を考えるように支援する。 

 

○数学的な表現が適切に使われているか確

認する。 

★３つのキーワード「回転の中心」「向き」

「角度」が説明に入っているかペアで確

認し，入っていない場合は入った説明を

一緒に考えるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

○図形の移動方法に

ついて，数学的な表

現を意識して説明す

ることができる。【思

考・判断・表現】 

（行動観察・発表・ワ

ークシート） 

 

４ まとめ 

○授業の前半にペアに出したクイズの説明

を手直しして，再度お互い説明し合う。 

 

○移動の説明をワークシートに書き込ませ

る。 

 

５ 振り返り 

○どのような数学用語を用いると分かりや

すく伝えることができるのかを自分の言葉

でかく。 

 

 

○３つのキーワード「回転の中心」「向き」

「角度」が入った記述をしている生徒に

発表させる。 

 

６ 発展問題に取り組む 

 

 

○どこの部分が回転の中心となるのか，ど

の方向に何度回転させるのか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題2：△ＡＢＣを1回の移動で④に重ねる方法を数学用語を用いて伝えよう。 

△ＡＢＣを１回の移動で①に重ねる方法を説明しなさい。 


